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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線アクセス技術（ＲＡＴｓ）間のベアラを切
り替えるためのディスジョイントベアラルーティングお
よび装置を提供する。
【解決手段】ベアラのアップリンクの部分は１つのＲＡ
Ｔによってサーブされることがあり、一方、ベアラのダ
ウンリンクの部分は、別のＲＡＴによってサーブされる
。ベアラの一部は、１つより多いＲＡＴによってサーブ
される。ＲＡＴｓを相異させることによってサーブされ
る部分とベアラを介して通信する。
【選択図】図７



(2) JP 2019-83533 A 2019.5.30

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つまたは複数のデータベアラを介してユーザ機器（ＵＥ）とのデータ接続を確立する
ことと、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）または第２のＲＡＴを介して前記ＵＥから各データ
ベアラのためのアップリンクトラヒックをルーティングするかどうかの第１の決定を行う
ことと、
　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴを介して前記ＵＥへ各データベアラのための
ダウンリンクトラヒックをルーティングするかどうかの第２の決定を行うことと、
　前記第１および第２の決定に基づいて前記データ接続に参加することと
　を備える、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記第１の決定は、前記第１のＲＡＴを介してすべてのデータベアラのアップリンクト
ラヒックを送るという決定を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２の決定は、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴの両方を介して１つまた
は複数のデータベアラのダウンリンクトラヒックを送るという決定を備える、請求項２に
記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＲＡＴはワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）を備え、前記第２のＲＡ
Ｔはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を備える、請求項３に記載の方
法。
【請求項５】
　前記第２の決定は、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴを介してベアラのための
ダウンリンクトラヒックを送るという決定を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの一方は、ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ
）を備え、
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの他方は、ワイヤレスローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１または第２の決定のうちの少なくとも１つは、アップリンクまたはダウンリン
クトラヒックのうちの少なくとも１つが、特定のＲＡＴへルーティングされるべきである
ことを指定する予め定められた構成に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１または第２の決定のうちの少なくとも１つは、前記第１のＲＡＴまたは前記第
２のＲＡＴを介してルーティングされる前記１つまたは複数のデータベアラの予期された
パフォーマンスを備えるシステム有用性関数の最適化に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１および第２の決定のうちの少なくとも１つを示す無線リソース制御（ＲＲＣ）
メッセージを供給することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　１つまたは複数のデータベアラが第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）および第２のＲＡ
Ｔを介して送られるべきであることを示す構成を受信することと、ここにおいて、データ
ベアラのためのアップリンクおよびダウンリンクトラヒックは、前記第１のＲＡＴと前記
第２のＲＡＴを介してルーティングするために独立して構成され、
　前記受信された構成に応答して構成完了メッセージを送ることと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項１１】
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　前記第１のＲＡＴを介してデータベアラのためのアップリンクトラヒックを送ることと
、
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴを介して前記データベアラのためのダウンリンク
トラヒックを受信することと
　をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のＲＡＴはＷＷＡＮを備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの一方は、ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ
）を備え、
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの他方は、ワイヤレスローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）を備える、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記受信された構成は、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージにおいて受信される、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　チャネル状態報告を送ることをさらに備え、ここにおいて、前記受信された構成は、前
記チャネル状態報告に基づく、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　　１つまたは複数のデータベアラを介してユーザ機器（ＵＥ）とのデータ接続を確立す
ることと、
　　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）または第２のＲＡＴを介して前記ＵＥから各デー
タベアラのためのアップリンクトラヒックをルーティングするかどうかの第１の決定を行
うことと、
　　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴを介して前記ＵＥへ各データベアラのため
のダウンリンクトラヒックをルーティングするかどうかの第２の決定を行うことと、
　　前記第１および第２の決定に基づいて前記データ接続に参加することと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１７】
　前記第１の決定は、前記第１のＲＡＴを介してすべてのデータベアラのアップリンクト
ラヒックを送るという決定を備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第２の決定は、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴの両方を介して１つまた
は複数のデータベアラのダウンリンクトラヒックを送るという決定を備える、請求項１７
に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１のＲＡＴはワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）を備え、前記第２のＲＡ
Ｔはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を備える、請求項１８に記載の
装置。
【請求項２０】
　前記第２の決定は、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴの両方を介してベアラの
ためのダウンリンクトラヒックを送るという決定を備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの一方は、ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ
）を備え、
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの他方は、ワイヤレスローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）を備える、
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　請求項１６に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第１または第２の決定のうちの少なくとも１つは、アップリンクまたはダウンリン
クトラヒックのうちの少なくとも１つが、特定のＲＡＴへルーティングされるべきである
ことを指定する予め定められた構成に基づく、請求項１６に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第１または第２の決定のうちの少なくとも１つは、前記第１のＲＡＴまたは前記第
２のＲＡＴを介してルーティングされる前記１つまたは複数のデータベアラの予期された
パフォーマンスを備えるシステム有用性関数の最適化に基づく、請求項１６に記載の装置
。
【請求項２４】
　前記プロセッサは、前記第１および第２の決定のうちの少なくとも１つを示す無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）メッセージを供給するようにさらに構成される、請求項１６に記載の
装置。
【請求項２５】
　　１つまたは複数のデータベアラが第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）および第２のＲ
ＡＴを介して送られるべきであることを示す構成を受信することと、ここにおいて、デー
タベアラのためのアップリンクおよびダウンリンクトラヒックは、前記第１のＲＡＴと前
記第２のＲＡＴを介してルーティングするために独立して構成され、
　　前記受信された構成に応答して構成完了メッセージを送ることと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２６】
　前記プロセッサは、
　前記第１のＲＡＴを介してデータベアラのためのアップリンクトラヒックを送ることと
、
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴを介して前記データベアラのためのダウンリンク
トラヒックを受信することと
　を行うようにさらに構成される、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記第１のＲＡＴはＷＷＡＮを備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの一方は、ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ
）を備え、
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの他方は、ワイヤレスローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）を備える、
　請求項２５に記載の装置。
【請求項２９】
　前記受信された構成は、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージにおいて受信される、
請求項２５に記載の装置。
【請求項３０】
　前記プロセッサは、チャネル状態報告を送るようにさらに構成され、ここにおいて、前
記受信された構成は、前記チャネル状態報告に基づく、請求項２５に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により全体がここに明確に組
み込まれる、２０１３年８月９日に出願された米国仮出願第61/864,298号に対する優先権
を主張する。
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【背景技術】
【０００２】
　開示の分野
　[0002]　本開示のある態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より具体的には、無線ア
クセス技術（ＲＡＴｓ）間のベアラを切り替えるための技術に関する。
【０００３】
　関連技術の説明
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、データなど、様々なタイプの通信コンテン
ツを提供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソ
ース（例えば、帯域幅および送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信を
サポートすることができる多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの
例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、
周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、第３世代パートナーシッププロジェクト（３
ＧＰＰ（登録商標））ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム、
ロングタームエボリューションアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）システム、および直交周波数
分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末のための
通信を同時にサポートできる。各端末は、順方向リンクおよび逆方向リンク上での送信を
介して１つまたは複数の基地局と通信する。順方向リンク（すなわちダウンリンク）は、
基地局から端末への通信リンクを指し、逆方向リンク（すなわちアップリンク）は、端末
から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単一入力単一出力、多入力単一出
力、または多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立され得る。
【０００５】
　[0005]　ワイヤレス通信技術が進歩していくにつれ、増加する数の異なる無線アクセス
技術が利用されている。例えば、たくさんの地理的エリアが今や複数のワイヤレス通信シ
ステムによってサーブされ、それらの各々は１つまたは複数の異なるエアインターフェー
ス技術を利用することができる。そのようなネットワーク環境において、ワイヤレス端末
の多用途性を増加させるために、複数の無線技術の下で動作することができるマルチモー
ドワイヤレス端末へのトレンドが近年増加している。例えば、マルチモードインプリメン
テーションは、地理的エリアにおける複数のシステムの中からシステムを選択することを
端末に可能にさせることができ、その各々は、異なる無線インターフェース技術を利用し
、１つまたは複数の選ばれたシステムと続いて通信し得る。
【０００６】
　[0006]　いくつかの場合において、その様なシステムは、トラヒックが１つのネットワ
ーク、例えばワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）から、第２のネットワーク、例え
ばワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）へオフロードされることを可能に
し得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]　本開示のある態様は、基地局（ＢＳ）によって実行されるワイヤレス通信のた
めの方法を提供する。方法は、一般的に、１つまたは複数のデータベアラを介してユーザ
機器（ＵＥ）とのデータ接続を確立することと、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）また
は第２のＲＡＴを介してＵＥから各データベアラのためのアップリンクトラヒックをルー
ティングするかどうかの第１の決定を行うことと、第１のＲＡＴまたは第２のＲＡＴを介
してＵＥへ各データベアラのためのダウンリンクトラヒックをルーティングするかどうか
の第２の決定を行うことと、第１および第２の決定に基づいてデータ接続に参加すること
と、を含む。
【０００８】
　[0008]　本開示のある態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行されるワイヤレス通信
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のための方法を提供する。方法は、一般的に、１つまたは複数のデータベアラが第１の無
線アクセス技術（ＲＡＴ）および第２のＲＡＴを介して送られるべきであることを示す構
成を受信することと、ここにおいて、データベアラのためのアップリンクおよびダウンリ
ンクトラヒックは、第１のＲＡＴと第２のＲＡＴを介してルーティングするために独立し
て構成され、受信された構成に応答して構成完了メッセージを送ることと、を含む。
【０００９】
　[0009]　本開示のある態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、一般
的に、１つまたは複数のデータベアラを介してユーザ機器（ＵＥ）とのデータ接続を確立
することと、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）または第２のＲＡＴを介してＵＥから各
データベアラのためのアップリンクトラヒックをルーティングするかどうかの第１の決定
を行うことと、第１のＲＡＴまたは第２のＲＡＴを介してＵＥへ各データベアラのための
ダウンリンクトラヒックをルーティングするかどうかの第２の決定を行うことと、第１お
よび第２の決定に基づいてデータ接続に参加することと、を行うように構成されたプロセ
ッサと、そのプロセッサに結合されたメモリと、を含む。
【００１０】
　[0010]　本開示のある態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、一般
的に、１つまたは複数のデータベアラが第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）および第２の
ＲＡＴを介して送られるべきであることを示す構成を受信することと、ここにおいて、デ
ータベアラのためのアップリンクおよびダウンリンクトラヒックは、第１のＲＡＴと第２
のＲＡＴを介してルーティングするために独立して構成され、受信された構成に応答して
構成完了メッセージを送ることと、を行うように構成されたプロセッサと、そのプロセッ
サに結合されたメモリと、を含む。
【００１１】
　[0011]　本開示のさまざまな態様および特徴が、下記においてさらに詳細に説明される
。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　[0012]　本開示の上述された特徴が詳細に理解できるように、上記で簡潔に要約された
より特定の説明は、態様への参照によりなされることがあり得、それらのうちのいくつか
は、添付された図面内において例示される。しかしながら、この説明は、他の同様に効果
的な態様にも認められ得るものであるため、添付の図面に示されているのは、この開示の
ある代表的な態様であり、したがってその範囲を限定するものと考えられるべきではない
ということに留意されるべきである。
【図１】図１は、本開示のある複数の態様に従う、一例の多元接続ワイヤレス通信システ
ムを例示する。
【図２】図２は、本開示のある複数の態様に従うアクセスポイントおよびユーザ端末のブ
ロック図を例示する。
【図３】図３は、本開示のある複数の態様に従うワイヤレスデバイスにおいて利用され得
る様々なコンポーネントを例示する。
【図４】図４は、本開示のある複数の態様に従う、一例のマルチモードモバイル局を例示
する。
【図５】図５は、本開示のある複数の態様に従う、ワイヤレスローカルエリアネットワー
ク（ＷＬＡＮ）とディスジョイント（disjoint）ベアラルーティングを用いる３ＧＰＰ　
ｅＮｏｄｅＢのための２つの基準セルラ－ＷＬＡＮ相互作用アーキテクチャ（two refere
nce cellular-WLAN interworking architectures）を例示する。
【図６】図６は、本開示のある複数の態様に従う、無線アクセス技術（ＲＡＴｓ）間のベ
アラを切り替えるための例示的プロセスを例示する。
【図７】図７は、本開示のある複数の態様に従う、無線アクセス技術（ＲＡＴｓ）間のベ
アラを切り替えるための基地局によって実行される例示的な動作を説明する。
【図８】図８は、本開示のある複数の態様に従う、無線アクセス技術（ＲＡＴｓ）間のベ
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アラを切り替えるためのユーザ機器によって実行される例示的な動作を説明する。
【詳細な説明】
【００１３】
　[0021]　ワイヤレスサービスの需要が増加するにつれて、ワイヤレス広域エリアネット
ワーク（ＷＷＡＮ）上の混雑（congestion）を低減させるため、およびオペレータにより
展開（deployed）されたワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮｓ）がしばし
ばあまり利用されていない（under-utilized）ため、ネットワークオペレータは、ＷＷＡ
Ｎ、例えば、セルラネットワークから、ＷＬＡＮ、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＷＬＡＮ、へユ
ーザデバイストラヒックをオフロードすることを望み得る。本開示の複数の態様に従って
、ユーザ機器（ＵＥ）は、ＷＷＡＮの基地局（例えば、ｅＮｏｄｅＢ）とＷＬＡＮの基地
局（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ）に同時に接続されることがあり得、それはシグナリング
およびデータトラヒックをＵＥへ、およびＵＥからトランスポートするために無線アクセ
スリンクを提供する。ＵＥ上の各アクティブサービス（例えば、電話呼のための音声トラ
ヒックを搬送するサービス、電子メールサービス、ウェブブラウザサービス等）のための
データは、ネットワークエンティティ（例えば、コアネットワークサーバ）へ、またはネ
ットワークエンティティから、１つまたは複数のベアラを介して搬送され得る。トラヒッ
クが２つのエンドポイント間で送られることができるように、ベアラは、その２つのエン
ドポイント間の「バーチャル」接続またはパイプラインを確立する。ベアラは概して（ty
pically）、ＵＥ（例えば、ダウンリンクおよびアップリンクトラヒック）へ、およびＵ
Ｅからの両方でトラヒックを搬送する。本開示のある複数の態様に従って、いくつかのサ
ービスのためのベアラは、１つまたは複数のＷＬＡＮ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＷＬＡＮ）
を介してルーティングされることがあり得、一方で、他のサービスのためのベアラは、Ｗ
ＷＡＮ（例えば、３ＧＰＰ無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ））を介してルーティング
される。本開示は、ＵＥへのベアラのためのトラヒックがＷＬＡＮ　ＢＳを介して搬送さ
れることを可能にするための方法および装置を提供し、一方で、ＵＥからの同一のベアラ
のためのトラヒックはＷＷＡＮ　ＢＳを介して搬送され、逆もまた同様である。ＷＷＡＮ
　ＢＳおよびＷＬＡＮ　ＢＳはコロケートされ（collocated）得る、または非コロケート
され（non-collocated）得る。本開示のある複数の態様に従って、ベアラを切り替えるか
どうかを決定するための、およびそれらがＷＷＡＮまたはＷＬＡＮ上でサーブされるよう
に構成するための方法が説明される。本開示のある複数の態様に従って、ベアラを切り替
えるかどうかは、システム有用性関数（a system utility function）を最大化する一方
で、各ベアラのための「より良い」リンクを用いてベアラをサーブすることの主な目的（
main objectives）に基づいて決定され得る。ある複数の態様において、より良いリンク
は、ユーザのチャネル状態、トラヒック、および同じリンクを共有している他のユーザに
部分的に基づいて決定され得る。
【００１４】
　[0022]　下記において、添付の図面を参照し、本開示のさまざまな態様がより十分に説
明される。しかしながら、本開示は、多くの異なる形態で具現化されることがあり得、こ
の開示全体を通して提示されるいずれの指定の構造（structure）または機能にも限定さ
れるものと解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、この開示を徹底的かつ完
全なものとし、本開示の範囲が当業者に十分に伝わるように、提供されるものである。本
明細書における教示に基づき、当業者は、本開示の範囲が、本開示の他のなんらかの態様
と独立してインプリメントされようと、それらと組み合わされてインプリメントされよう
と、ここに開示された開示の任意の態様をカバーすることを意図している、ということを
理解すべきである。例えば、本明細書に記載の任意の数の態様を使用して、装置がインプ
リメントされ得、または方法が実行され得る。加えて、本開示の範囲は、他の構造、機能
、すなわち、ここに説明された開示のさまざまな態様に加えた構造および機能、または、
それらの態様以外の構造および機能を使用して実行された、そのような装置または方法を
カバーすることを意図している。ここに開示された開示の任意の態様は、請求項の１つま
たは複数のエレメントによって具現化され得ることが理解されるべきである。
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【００１５】
　[0023]　「典型的（exemplary）」という用語は、本明細書では、「例、事例、または
実例としての役割を果たす」という意味で用いられる。「典型的」なものとしてここに説
明される任意の態様は、必ずしも、他の態様よりも好ましい、または利点を有するものと
解釈されるべきではない。
【００１６】
　[0024]　特定の態様がここに説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換が、
本開示の範囲内に含まれる。好ましい態様のいくつかの恩恵および利点が説明されるが、
本開示の範囲は、特定の恩恵、使用、または目的に限定されることを意図しない。むしろ
、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および送信プ
ロトコルに広く適用可能であることが意図され、そのうちのいくつかは、図面および好ま
しい態様の下記の説明において、例として示される。詳細な説明および図面は、添付の請
求項およびその同等のものによって定義される本開示の範囲を限定するよりむしろ本開示
の単なる例示にすぎない。
【００１７】
　典型的なワイヤレス通信システム
　[0025]　ここに説明される技術は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分
割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、
直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ
）ネットワーク等のような様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用され得る。「
ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば交換可能に使用される。ＣＤ
ＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ＣＤＭＡ２０００等
のような無線技術をインプリメントし得る。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ
（登録商標））および低チップレート（ＬＣＲ）を含む。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２
０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、モ
バイル通信のための全世界システム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術をインプリ
メントし得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ
 ８０２．１１、ＩＥＥＥ　８０２．１６、ＩＥＥＥ　８０２．２０、フラッシュ－ＯＦ
ＤＭ（登録商標）等のような無線技術をインプリメントし得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ
、およびＧＳＭは、ユニバーサルモバイル通信システム（ＵＭＴＳ）の一部である。ロン
グタームエボリューション（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの最新のリリ
ースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳおよびＬＴＥは、「第３世代パ
ートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名称の団体からの文書に説明されてい
る。ＣＤＭＡ２０００は、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）
という名称の団体からの文書に説明されている。
【００１８】
　[0026]　シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）は、送信機側でシン
グルキャリア変調を利用し、受信機側で周波数領域等化（frequency domain equalizatio
n）を利用する送信技法である。ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＯＦＤＭＡシステムと同様の性能（p
erformance）を有し、ＯＦＤＭＡシステムと実質的に同じ全体的な複雑性（overall comp
lexity）を有する。しかしながら、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号は、それの特有のシングルキャリ
ア構造が原因で、より低いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power rati
o）を有する。ＳＣ－ＦＤＭＡは、特に、送信電力効率の観点からより低いＰＡＰＲがモ
バイル端末に大いに利益をもたらすアップリンク通信において、大いに注目を集めている
。これは現在、３ＧＰＰ　ＬＴＥおよび発展型ＵＴＲＡにおけるアップリンク多元接続ス
キームに関する作業仮説（working assumption）である。
【００１９】
　[0027]　アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ
（「ＲＮＣ」）、ｅＮｏｄｅＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地トランシーバ
局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、
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無線トランシーバ、ベーシックサービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「
ＥＳＳ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の用語を備えることができ、
これらとしてインプリメントされることができ、または、これらとして既知であり得る。
【００２０】
　[0028]　アクセス端末（「ＡＴ」）は、アクセス端末、加入者局、加入者ユニット、モ
バイル局、リモート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイ
ス、ユーザ機器、ユーザ局、または何らかの他の用語を備えることができ、これらとして
インプリメントされることができ、または、これらとして既知であり得る。いくつかのイ
ンプリメンテーションにおいて、アクセス端末は、セルラ電話、コードレス電話、セッシ
ョン開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、
携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続能力を有するハンドヘルドデバイス、局（
「ＳＴＡ」）、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の適切な処理デバイスを
備え得る。したがって、本明細書で教示される１つまたは複数の態様は、電話（例えば、
セルラ電話またはスマートフォン）、コンピュータ（例えば、ラップトップ）、携帯通信
デバイス、携帯コンピューティングデバイス（例えば、携帯情報端末）、エンターテイメ
ントデバイス（例えば、音楽または映像デバイス、または衛星ラジオ）、全地球測位シス
テムデバイス、または、ワイヤレス媒体またはワイヤード（wired）媒体を介して通信す
るように構成される何らかの他の適切なデバイスに組み込まれ得る。いくつかの態様では
、ノードはワイヤレスノードである。そのようなワイヤレスノードは、例えば、ワイヤー
ドまたはワイヤレス通信リンクを介した、ネットワーク（例えば、インターネットまたは
セルラネットワークのような広域ネットワーク）のための接続性（connectivity）、また
はネットワークへの接続性を提供し得る。
【００２１】
　[0029]　図１を参照すると、一態様に従う多元接続ワイヤレス通信システムが例示され
ており、そこで、ワイヤレスネットワークの取得（acquisition）を開始する時間を低減
させるために説明される手順が実行され得る。アクセスポイント１００（ＡＰ）は、複数
のアンテナグループを含み得、１つのグループはアンテナ１０４および１０６を含み、別
のグループはアンテナ１０８および１１０を含み、さらに追加の１つのグループはアンテ
ナ１１２および１１４を含む。図１において、２つのアンテナが各アンテナグループのた
めに表わされる。しかしながらそれよりも多くの、もしくはそれよりも少ないアンテナが
各アンテナグループのために利用され得る。アクセス端末１１６（ＡＴ）は、アンテナ１
１２および１１４と通信していることがあり得、そこで、アンテナ１１２および１１４は
、順方向リンク１２０を介してアクセス端末１１６に情報を送信し、逆方向リンク１１８
を介してアクセス端末１１６から情報を受信する。アクセス端末１２２はアンテナ１０６
および１０８と通信していることがあり得、そこで、アンテナ１０６および１０８は、順
方向リンク１２６を介してアクセス端末１２２に情報を送信し、逆方向リンク１２４を介
してアクセス端末１２２から情報を受信する。ＦＤＤシステムでは、通信リンク１１８、
１２０、１２４および１２６は、通信のために異なる周波数を使用し得る。例えば、順方
向リンク１２０は、逆方向リンク１１８によって使用されるものとは異なる周波数を使用
し得る。
【００２２】
　[0030]　アンテナの各グループ、および／またはアンテナが通信するように設計される
エリアは、しばしば、アクセスポイントのセクタと呼ばれる。本開示の一態様において、
各アンテナグループは、アクセスポイント１００によってカバーされるエリアのセクタ中
でアクセス端末に通信するように設計され得る。
【００２３】
　[0031]　順方向リンク１２０および１２６を介する通信では、アクセスポイント１００
の送信アンテナは、異なるアクセス端末１１６および１２２に対して順方向リンクの信号
対雑音比を改善するためにビームフォーミングを利用し得る。また、アクセスポイントが
、ビームフォーミングを使用して、それのカバレージを通して（through）ランダムに分
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散されたアクセス端末に送信する方が、アクセスポイントが単一のアンテナを通してすべ
てのそれのアクセス端末に送信するよりも、隣接するセル（neighboring cells）中のア
クセス端末への干渉が小さくなる。
【００２４】
　[0032]　図２は、多入力多出力（ＭＩＭＯ）システム２００における送信機システム２
１０（アクセスポイントとしても知られる）および受信機システム２５０（アクセス端末
としても知られる）の態様のブロック図を例示する。送信機システム２１０において、多
数のデータストリームに関するトラヒックデータが、データソース２１２から送信（ＴＸ
）データプロセッサ２１４へと提供される。
【００２５】
　[0033]　本開示の一態様において、各データストリームは、それぞれの送信アンテナを
介して送信され得る。ＴＸデータプロセッサ２１４は、各データストリームに関するトラ
ヒックデータを、そのデータストリームのために選択された特定のコーディング方式に基
づいて、フォーマットし、コード化し、およびインターリーブし、コード化されたデータ
を提供する。
【００２６】
　[0034]　各データストリームに関するコード化されたデータは、ＯＦＤＭ技法を使用し
てパイロットデータとともに多重化され得る。パイロットデータは概して、既知の手法で
処理され、チャネル応答を推定するために受信機システムにおいて使用され得る、既知の
データパターンであり得る。そして、各データストリームに関する多重化されたパイロッ
トデータとコード化されたデータは、そのデータストリームのために選択された特定の変
調方式（例えば、ＢＰＳＫ、ＱＳＰＫ、Ｍ－ＰＳＫ、またはＭ－ＱＡＭ）に基づいて変調
（すなわち、シンボルマッピング）され、変調シンボルを提供する。各データストリーム
に関するデータレート、コーディング、および変調は、プロセッサ２３０によって実行さ
れる命令によって決定され得る。メモリ２３２は、送信機システム２１０のためのデータ
およびソフトウェアを記憶し得る。
【００２７】
　[0035]　そして、すべてのデータストリームに関する変調シンボルがＴＸ　ＭＩＭＯプ
ロセッサ２２０に提供され、それはさらに、（例えば、ＯＦＤＭ用に）変調シンボルを処
理し得る。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、その後、ＮT個の変調シンボルストリー
ムをＮT個の送信機（ＴＭＴＲ）２２２ａないし２２２ｔに提供する。本開示のある複数
の態様において、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、データストリームのシンボルと、
そこからシンボルが送信されるアンテナとにビームフォーミング重みを適用する。
【００２８】
　[0036]　各送信機２２２は、それぞれのシンボルストリームを受信および処理して、１
つまたは複数のアナログ信号を提供し、これらのアナログ信号をさらに調整（例えば、増
幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）して、ＭＩＭＯチャネルを介した送信に適
した被変調信号（a modulated signal）を提供する。送信機２２２ａないし２２２ｔから
のＮT個の被変調信号は、次に、それぞれＮT個のアンテナ２２４ａないし２２４ｔから送
信される。
【００２９】
　[0037]　受信機システム２５０において、送信された被変調信号は、ＮR個のアンテナ
２５２ａないし２５２ｒによって受信されることがあり得、各アンテナ２５２からの受信
された信号は、それぞれの受信機（ＲＣＶＲ）２５４ａないし２５４ｒに提供されること
があり得る。各受信機２５４は、それぞれの受信された信号を調整（例えば、フィルタ処
理、増幅、およびダウンコンバート）し、調整された信号をデジタル化してサンプルを提
供し、これらのサンプルをさらに処理して、対応する「受信された」シンボルストリーム
を提供し得る。
【００３０】
　[0038]　その後、ＲＸデータプロセッサ２６０は、ＮR個の受信機２５４からＮR個の受
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信されたシンボルストリームを受信し、それらを特定の受信機処理技法に基づいて処理し
て、ＮT個の「検出された」シンボルストリームを提供する。そして、ＲＸデータプロセ
ッサ２６０は、各々の検出されたシンボルストリームを復調し、デインターリーブし、復
号して、データストリームに関するトラヒックデータをリカバーする。ＲＸデータプロセ
ッサ２６０による処理は、送信機システム２１０においてＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２
０およびＴＸデータプロセッサ２１４によって実行されるものと相補的であり得る。
【００３１】
　[0039]　プロセッサ２７０は、どのプリコーディングマトリクスを使用すべきかを定期
的に決定する。プロセッサ２７０は、マトリクスインデックスの部分とランク値の部分と
を備える逆方向リンクメッセージを公式化する（formulates）。メモリ２７２は、受信機
システム２５０のためのデータおよびソフトウェアを記憶し得る。逆方向リンクメッセー
ジは、通信リンクおよび／または受信されたデータストリームに関するさまざまなタイプ
の情報を備え得る。逆方向リンクメッセージは次に、データソース２３６からのいくつか
のデータストリームに関するトラヒックデータの受信もするＴＸデータプロセッサ２３８
によって処理され、変調器２８０によって変調され、送信機２５４ａないし２５４ｒによ
って調整され、そして送信機システム２１０へ送り返される。
【００３２】
　[0040]　送信機システム２１０において、受信機システム２５０からの被変調信号は、
アンテナ２２４によって受信され、受信機２２２によって調整され、復調器２４０によっ
て復調され、ＲＸデータプロセッサ２４２によって処理され、受信機システム２５０によ
って送信された逆方向リンクメッセージが抽出される。その後、プロセッサ２３０は、ビ
ームフォーミング重みを決定するためにどのプリコーディングマトリクスを使用すべきか
を決定し、次いで、抽出されたメッセージを処理する。
【００３３】
　[0041]　図３は、図１において例示されるワイヤレス通信システム内で用いられ得るワ
イヤレスデバイス３０２において利用され得るさまざまなコンポーネントを例示する。ワ
イヤレスデバイス３０２は、ここにおいて説明されるさまざまな方法をインプリメントす
るように構成され得るデバイスの一例である。ワイヤレスデバイス３０２は基地局１００
またはユーザ端末１１６および１２２のうちのいずれかであり得る。
【００３４】
　[0042]　ワイヤレスデバイス３０２は、ワイヤレスデバイス３０２の動作を制御するプ
ロセッサ３０４を含み得る。プロセッサ３０４はまた、中央処理ユニット（ＣＰＵ）とも
称され得る。読取専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）との両方を
含み得るメモリ３０６は、命令およびデータをプロセッサ３０４に提供する。メモリ３０
６の一部は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も含み得る。プロセッサ３
０４は概して、メモリ３０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論理および演算
動作を実行する。メモリ３０６における命令は、ここにおいて説明される方法をインプリ
メントするために実行可能であり得る。
【００３５】
　[0043]　ワイヤレスデバイス３０２はまた、ハウジング３０８を含むことがあり得、こ
のハウジングは、ワイヤレスデバイス３０２と遠隔のロケーションとの間でのデータの送
受信を可能にする、送信機３１０および受信機３１２を含み得る。送信機３１０および受
信機３１２は、トランシーバ３１４に組み合わされ得る。単一の送信アンテナまたは複数
の送信アンテナ３１６が、ハウジング３０８に取り付けられ、トランシーバ３１４に電気
的に結合され得る。ワイヤレスデバイス３０２はまた、（示されていない）複数の送信機
と、複数の受信機と、複数のトランシーバとを含み得る。
【００３６】
　[0044]　ワイヤレスデバイス３０２はまた、トランシーバ３１４によって受信された信
号のレベルを検出し、定量化しようとするのに使用され得る信号検出器３１８を含み得る
。信号検出器３１８は、総エネルギー、シンボルあたりのサブキャリアごとのエネルギー
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、電力スペクトル密度、および他の信号のような信号を検出し得る。ワイヤレスデバイス
３０２はまた、信号を処理する際に使用するための、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
３２０も含み得る。
【００３７】
　[0045]　ワイヤレスデバイス３０２のさまざまなコンポーネントは、データバスに加え
て、電力バス、制御信号バス、ステータス信号バスを含み得る、バスシステム３２２によ
り、共に結合され得る。
【００３８】
　[0046]　加入者に利用可能なサービスを拡大するために、いくつかのモバイル局（ＭＳ
）は、複数の無線アクセス技術（ＲＡＴｓ）との通信をサポートする。例えば、図４に例
示されるように、マルチモードＭＳ　４１０は、ブロードバンドデータサービスのための
ＬＴＥおよび音声サービスのための符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）をサポートし得る。例
示的に、ＬＴＥは第１のＲＡＴ　４２０1として表され、ＣＤＭＡは第２のＲＡＴ　４２
０2として表され、Ｗｉ－Ｆｉは第３のＲＡＴ　４２２1として表される。
【００３９】
　[0047]　あるアプリケーションにおいて、マルチＲＡＴインターフェース論理４３０は
、長距離のＲＡＴ（すなわち、ＷＷＡＮ）と短距離のＲＡＴ（すなわち、ＷＬＡＮ）の両
方の間で情報を交換するために使用され得る。これは、どのようにして（どのＲＡＴを通
して）マルチモードＭＳ　４１０のエンドユーザが実際にネットワークに接続するかを制
御することをネットワークプロバイダに可能にさせ得る。インターフェース論理４３０は
、例えば、コアネットワークへのＩＰ接続性またはローカルＩＰ接続性をサポートし得る
。
【００４０】
　[0048]　例えば、ネットワークプロバイダは、利用可能なとき、短距離のＲＡＴ（例え
ば、Ｗｉ－Ｆｉ）を介してネットワークに接続するようにマルチモードＭＳに指示する（
direct）ことを可能にし得る。この能力は、特定のエアリソースの混雑を緩和する方法で
トラヒックをルーティングすることをネットワークプロバイダに可能にさせ得る。事実上
、ネットワークプロバイダはいくつかの（長距離のＲＡＴの）エアトラヒックをワイヤラ
イン（wireline）ネットワークへ分散させるため、またはいくつかのエアトラヒックを混
雑したワイヤレスネットワーク（a congested wireless network）から混雑の少ないワイ
ヤレスネットワーク（a less congested wireless network）へ分散させるために、短距
離のＲＡＴを使用し得る。トラヒックは、モバイルユーザが短距離のＲＡＴに適していな
いあるレベルへとスピードを増加させるときなどの、状態（conditions）が強制する（ma
ndate）とき、短距離のＲＡＴから再ルーティングされ得る。
【００４１】
　[0049]　さらに、長距離のＲＡＴは概して、数キロメートルにわたってサービスを提供
するように設計されているため、長距離のＲＡＴを使用するときのマルチモードＭＳから
の送信の電力消費が重要になる。対照的に、短距離のＲＡＴ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ）は、
数百メートルにわたってサービスを提供するように設計されている。したがって、利用可
能なときに短距離のＲＡＴを利用することは、マルチモードＭＳ　４１０によるより少な
い電力消費をもたらし、結果的により長いバッテリ寿命をもたらし得る。
【００４２】
　[0050]　図５は、ＷＬＡＮ　ＡＰ　５０６（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ）とＷＷＡＮ　
ＢＳ　５０４（例えば、３ＧＰＰ　ｅＮｏｄｅＢ）のための基準ＷＷＡＮ－ＷＬＡＮ相互
作用アーキテクチャを例示する。アーキテクチャは、３ＧＰＰとＷＬＡＮシステムとの間
で相互作用する機能の一実施形態である。これは、３ＧＰＰ加入者によるＷＬＡＮアクセ
スサービスの使用を許可する。例示されるように、ＷＷＡＮ　ＢＳおよびＷＬＡＮ　ＢＳ
はコロケートまたは非コロケートされ得る。ユーザ機器（ＵＥ）５０２は、異なるインタ
ーネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを使用し、ＷＷＡＮ　ＢＳとのパケットデータネッ
トワーク（ＰＤＮ）接続およびＷＬＡＮ　ＡＰにおけるＰＤＮ接続を分け得る。ＷＬＡＮ
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および３ＧＰＰのためのデータプレーン（data planes）は実質的に独立し、ＵＥのため
のセッションの継続性（session continuity）（例えば、ＷＬＡＮのための移動度サポー
ト）はないことがあり得る。言い換えると、ＵＥ　５０２は、ＷＬＡＮ　ＡＰに独立して
気づくことがあり得、ＵＥが見つける、または気づく各ＷＬＡＮ　ＡＰと新しいセッショ
ンを確立し得る。本開示のある複数の態様は、ＷＬＡＮへのトラヒックをオフロードする
およびＵＥの接続を制御するセルラネットワークのための技法を提供する。
【００４３】
　[0051]　ＵＥ　５０２などのＵＥは、ＩＥＥＥ　８０２．１１において指定されるよう
なスキャニング手順（scanning procedures）を実行することによってＷＬＡＮ　ＡＰに
気づくことがあり得、それは一般にパッシブスキャニング（passive scanning）およびア
クティブスキャニング（active scanning）を含む。ＩＥＥＥ　８０２．１１において定
義されるようなパッシブスキャニングは、ＵＥがＷＬＡＮ　ＡＰからのＷＬＡＮビーコン
の受信のために受信機をオンしたまま待つため、ＵＥのために非効率的であり得る。ビー
コン送信間隔は、およそ百ミリ秒であり、多数のスキャンするべきチャネルがあり得るた
め、パッシブスキャニングはスキャニングおよび高スキャンレイテンシ（latency）のた
めに高い電力消費をもたらし得る。アクティブスキャニングは、パッシブスキャニングよ
りも速いことがあり得るが、アクティブスキャニングはＷＬＡＮにトラヒック、つまり、
プローブ要求（probe requests）およびプローブ応答を加える。アクティブスキャニング
はまた、電力集中的である（power intensive）。
【００４４】
　[0052]　ＩＥＥＥ　８０２．１１ｕは、ＡＰと関連付けられることなしに、ＡＰについ
てさらなる情報を発見するためにＵＥのための追加のメカニズムを定義した。例えば、包
括的広告サービス（ＧＡＳ：generic advertisement service）は、ネットワークにおけ
るサーバとＵＥとの間の広告プロトコルのフレームのトランスポートを提供し得る。ＡＰ
は、キャリアのネットワークにおけるサーバへモバイルデバイスのクエリ（query）のリ
レーおよびモバイルへサーバの返答の伝達を担い得る。ＵＥがＡＰについての情報を発見
するための別のメカニズムの例は、アクセスネットワーククエリプロトコル（ＡＮＱＰ：
access network query protocol）であり、それは一般的に包括的広告サービス（ＧＡＳ
）を介してトランスポートされるＡＰからのＵＥ／ＳＴＡによるアクセスネットワーク情
報検索のためのクエリ広告プロトコルである。ＡＮＱＰを介して検索された（retrieved
）情報は、Ｈｏｔｓｐｏｔのオペレータのドメインネーム、認証のためにサポートされる
拡張可能認証プロトコル（ＥＡＰ）方法とそれらの証明タイプとともに（along with）Ｈ
ｏｔｓｐｏｔを介してアクセス可能なローミングパートナー、ＩＰアドレスタイプの利用
可能性、およびＵＥのネットワーク選択プロセスにおいて有益な他のメタデータを含み得
る。
【００４５】
　[0053]　ＵＥは、ネットワークエンティティ（例えば、移動度管理エンティティ（ＭＭ
Ｅ）または無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ））へＷＬＡＮ　ＡＰの測定値を提供
するために、ＷＬＡＮ　ＡＰと関連付けられる必要がないことがあり得る。ＵＥは、ＩＥ
ＥＥ　８０２．１１ｋ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｕおよびＨｏｔｓｐｏｔ２．０において
定義されるような追加の手順のサブセットをサポートし得る。図５の非コロケートされた
ＷＷＡＮ　ＢＳおよびＷＬＡＮ　ＡＰ内に例示されるように、無線アクセスネットワーク
（ＲＡＮ）に関して、ＡＰとＢＳとの間にインターフェースはないことがあり得る。ＡＮ
ＱＰは、バックホールを介してＷＷＡＮ基地局とローディングまたはネイバー情報（neig
hbor information）を交換しない、オペレータに制御されるＷＬＡＮ　ＡＰに関する情報
を決定するために利用され得る。しかしながら、コロケートされたＡＰおよびＷＷＡＮ　
ＢＳの場合には、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｋ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｕ、およびＡＰ上
のＨｏｔｓｐｏｔ２．０情報は、ＷＷＡＮ　ＢＳ（例えば、バックホールリンクを介して
）において知られることがあり得、ＵＥは情報を取得するためにＡＮＱＰを実行する必要
がないことがあり得る。効率的なパッシブスキャニングが可能にされるとき、ＡＰはＲＡ
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Ｎによって広告される時間においてそのビーコンを送信し得る。言い換えると、ＡＰはＷ
ＷＡＮのシステムフレーム番号（ＳＦＮ）およびセルラタイミングを取得することがあり
得、ＲＡＮによって広告されるビーコン送信時間においてビーコンを送信することがあり
得る。ある複数の態様のために、報告（reporting）の２つのレベルは、ＡＰを識別する
こと：（例えば、ＢＳＳＩＤに基づいて）すなわち、ビーコンのみから、ＡＰを識別する
ことと、（例えば、非コロケートされたＡＰおよびｅＮＢの場合に）ＡＮＱＰを使用して
情報を識別するＨｏｔｓｐｏｔ２．０、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｋ、またはＩＥＥＥ　８
０２．１１ｕを提供すること、を行うために使用され得る。
【００４６】
　ディスジョイントベアラルーティング
　[0054]　本開示のある複数の態様に従って、ユーザはＷＷＡＮ　ＢＳ（例えば、ＬＴＥ
　ｅＮＢ）とＷＬＡＮ　ＢＳ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ）の両方に同時に接続され得る
。この二重の接続性は、図５を参照して上述されたように、ユーザのデータトラヒックお
よびシグナリングをトランスポートするために無線アクセスリンクを提供し得る。ユーザ
データまたはシグナリングベアラは、ＷＷＡＮまたはＷＬＡＮ無線リンクのいずれか、ま
たは両方によってサーブされ得る。本開示の複数の態様は、ＷＷＡＮまたはＷＬＡＮ上で
サーブされるようにベアラを構成するか、およびベアラを切り替えるかどうかを決定する
ための技法を提供する。
【００４７】
　[0055]　いくつかの場合において、ＵＥのためにベアラを切り替えるかどうかは、シス
テム有用性関数を最大化する間、各ベアラのための「より良い」リンクを用いるサービン
グベアラなどの、ある目的に基づいて決定され得る。ある複数の態様に従って、より良い
リンクは、ユーザのチャネル状態、トラヒック、および同じリンクを共有している他のユ
ーザに部分的に基づいて決定され得る。ＷＷＡＮ　ＢＳ（例えば、ｅＮＢ）は、ＷＷＡＮ
とＷＬＡＮとの間のベアラを切り替えるという決定（decision）を行うことがあり得、図
６において表されるように、ＲＲＣを介するＵＥを構成し得る。
【００４８】
　[0056]　ＵＥのための無線ベアラは、２つの方向の部分（two directional parts）を
有し得る。例えば、１つの方向の部分は、ＵＥからのものであり得、１つの方向の部分は
ＵＥへのものであり得、３ＧＰＰ用語において、それぞれアップリンクおよびダウンリン
クと呼ばれる。本開示のある複数の態様に従って、無線ベアラのダウンリンクおよびアッ
プリンクの部分は、同一のアクセスリンク上でサーブされるとは限らない。これらの複数
の態様に従って、データベアラのダウンリンク（すなわち、ＵＥへの）は、ＷＬＡＮ（例
えば、Ｗｉ－Ｆｉ）アクセスリンク上でサーブされることがあり得、一方でデータベアラ
のアップリンクは、ＷＷＡＮ（例えば、ＬＴＥ）アクセスリンク上でサーブされることが
あり得、または逆もまた同様である。これらの複数の態様に従って、データトラヒックは
、所与の時間において各方向における１つのアクセスリンクによってサーブされ得る。
【００４９】
　[0057]　本開示の複数の態様に従って、データベアラの方向の部分は、１つよりも多い
アクセスリンクによってサーブされ得る。データベアラの方向の部分が１つよりも多いア
クセスリンクによってサーブされる複数の態様において、データベアラによって運ばれて
いる（carry）送信の各パケットは、データベアラの方向の部分をサーブするアクセスリ
ンクのいずれかを介して送信され得る。例えば、ＵＥは、ＷＷＡＮ　ＢＳ（例えば、ｅＮ
ｏｄｅＢ）とＷＬＡＮ　ＡＰ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ）に接続されることがあり得、
ＵＥのウェブブラウザは、インターネット上のサーバからウェブページを要求し得る。例
において、ウェブブラウザをサーブするデータベアラのダウンリンクの部分は、ＷＷＡＮ
　ＢＳとＷＬＡＮ　ＢＳの両方によってサーブされ得る。例において、ウェブページのデ
ータのいくつかのパケットは、ＷＷＡＮ　ＢＳによってデータベアラを介してＵＥに送信
されることがあり得、一方で、ウェブページのデータの他のパケットは、ＷＬＡＮ　ＡＰ
によってデータベアラを介してＵＥに送信され得る。アクセスリンクがＵＥへのダウンリ
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ンクデータを送信するために使用されているが、ＵＥからのアップリンクデータを送信す
るために使用されていないシナリオにおいて、アクセスリンクは補完ダウンリンク（ＳＤ
Ｌ：supplement downlink）と称され得る。
【００５０】
　[0058]　前述された例において、データベアラのダウンリンクの部分は、１つよりも多
いアクセスリンクによってサーブされたが、本開示はそのように制限されない。本開示の
複数の態様に従って、データベアラのアップリンクの部分は、１つよりも多いアクセスリ
ンクによってサーブされ得る。本開示の複数の態様において、データベアラのアップリン
クの部分とダウンリンクの部分の両方が１つよりも多いアクセスリンクによってサーブさ
れ得、それらは必ずしも同一のアクセスリンクではない。
【００５１】
　[0059]　ベアラのアップリンクおよびダウンリンクの部分が異なるアクセスリンク上で
サーブされるとき、これらのリンク上での制御メッセージの送信が変更される必要があり
得る。３ＧＰＰにおけるＲＬＣ確認応答モード（ＡＭ：Acknowledged Mode）に関して、
ベアラのダウンリンクおよびアップリンクの部分は、他のリンクのためにフィードバック
メッセージを運び、すなわち、ＤＬフィードバックメッセージがＵＬ上で運ばれ、逆もま
た同様である。現在の（例えば、Ｒｅｌ－８）ワイヤレス通信規格において、これはベア
ラのアップリンクとダウンリンクが異なるＲＡＴ上でサーブされるとき、問題を提示し得
る。例えば、ＵＥは、ＷＬＡＮ　ＡＰ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ）を介してデータベア
ラ上でウェブページのデータのパケットを受信し、ＷＷＡＮ　ＢＳ（例えば、ｅＮｏｄｅ
Ｂ）を介してデータベアラ上でパケットの確認応答（例えば、ＡＣＫ）を送信し得る。例
において、ＷＬＡＮ　ＡＰは、ＷＬＡＮ　ＡＰがＵＥから確認応答を知らされていない場
合、ＵＥへ同一のパケットを送信しようと試みるべきである。説明した問題に対する解決
策が、本開示の複数の態様において説明される。
【００５２】
　[0060]　図６はＷＷＡＮ　ＢＳ　５０４（例えば、ｅＮＢ）がデータベアラを切り替え
るときに従い（follow in switching data bearers）得る典型的なプロセスの呼フローを
例示する。１ａおよび１ｂにおいて、ｅＮＢは、ＵＥ　５０２におけるチャネル状態（例
えば、ＣＱＩ報告）およびＷＬＡＮ　ＡＰ　５０６の動作統計（operating statistics）
（例えば、ＡＰ統計）に関する情報を取得し得る。いくつかの態様に従って、ｅＮＢはＵ
ＥからＷＬＡＮ統計を取得し得る。２において、ｅＮＢはベアラ切替決定を行い得る。３
において、ｅＮＢはＵＥにＲＲＣ接続再構成コマンドを送ることがあり得、４において、
ｅＮＢはＵＥからＲＲＣ接続再構成完了メッセージを受信し得る。
【００５３】
　[0061]　ＷＷＡＮ（例えば、ＬＴＥ）とＷＬＡＮ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ）との間でベア
ラを切り替えることが代償（cost）（例えば、中断（interruption）、遅延、および上位
レイヤ（upper layers）への可能性のあるパフォーマンス衝撃（impacts））を有し得る
ため、過度のおよび不必要なハンドオーバを避けることが重要である。「過度の」ハンド
オーバは、ピンポン（ping-pong）および頻繁過ぎる切り替えを含むことがあり得、「不
必要な」ハンドオーバは、すなわち、全体としてのシステムについての合計のスループッ
トにおいて、ほんの少しの利得もしくは損失さえ提供するハンドオーバを含み得る。
【００５４】
　[0062]　本開示のある複数の態様に従って、ベアラ（ＵＬまたはＤＬ）の他の（例えば
、データ）メッセージが異なるＲＡＴ（例えば、ＷＬＡＮ）上でサーブされ得る一方で、
ベアラの制御メッセージは、常にＷＷＡＮ（例えば、ＬＴＥ）上でサーブされ得る。言い
換えると、ベアラは、ベアラの制御メッセージが常にＷＷＡＮアクセスリンクを介してル
ーティングされるように構成されることがあり得、一方でベアラの他のメッセージは１つ
または複数の他のＲＡＴ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ）によってルーティングされる。
【００５５】
　[0063]　本開示のある複数の態様に従って、制御メッセージはＵＥからＷＬＡＮ　ＡＰ
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へ送信されるときＷＬＡＮ　ＡＰ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ）からＷＷＡＮ　ＢＳ（例
えば、ｅＮＢ）へ渡され得る。これは、ベアラのＵＬの部分がＷＬＡＮ　ＡＰによってサ
ーブされているとき発生し得る。本開示のある複数の態様に従って、制御メッセージはｅ
ＮＢからＵＥへ送信されるときｅＮＢからＡＰへ渡され得る。これは、ＤＬベアラがＡＰ
によってサーブされているとき発生し得る。
【００５６】
　[0064]　いくつかの場合において、ベアラを切り替えるための決定は、各ＲＡＴ上に集
められた（collected）統計を使用することを含み得る。これらの統計は、以下を含み得
る：
【表１】

【００５７】
　[0065]　本開示のある複数の態様に従って、切替決定プロセスが定期的に開始され得る
。例えば、コロケートされたＷＬＡＮ　ＡＰを有するｅＮＢは、サーブされるＵＥのベア
ラがＬＴＥからＷＬＡＮへ、またはＷＬＡＮからＬＴＥへ切り替えられるべきであるかを
決定するために、ｅＮｏｄｅＢ、ＷＬＡＮ　ＡＰ、およびサーブされるＵＥから収集され
た統計を使用して、１．２８秒ごとに１回切替プロセスを開始し得る。
【００５８】
　[0066]　本開示のある複数の態様に従って、イベントは変化しているチャネル状態に反
応することをシステムに可能にさせるために切替決定プロセスをトリガし得る。例えば、
ｅＮＢとコロケートされるＷＬＡＮ　ＡＰは、サーブされるＵＥのためのチャネル状態に
対する変化を検出し、切替決定プロセスをトリガし得る。例において、ＵＥはＷＬＡＮか
らＬＴＥへ切り替えられた１つまたは複数のベアラを有し得る。
【００５９】
　[0067]　本開示のある複数の態様に従って、ベアラがＷｉ－Ｆｉによってサーブされて
いる場合、切替決定プロセスは、ＳＴＡからＡＰへのＲＳＳＩがしきい値よりも小さいと
き、またはＡＰがある時間間隔の間に最も低いＭＣＳを選択することができないとき、ト
リガされ得る。
【００６０】
　[0068]　本開示のある複数の態様に従って、ベアラがＬＴＥによってサーブされている
場合、ＬＴＥ　ＣＱＩまたはＭＣＳがある時間間隔の間しきい値よりも低いとき、切替決
定プロセスをトリガし得る。
【００６１】
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　[0069]　本開示のある複数の態様に従って、いずれかの方向における切り替えのために
、ターゲットリンク（すなわち、それに切り替えられるアクセスリンク）は、ソースリン
ク（すなわち、それから切り替えられるアクセスリンク）よりも良いチャネル状態を有す
るべきである。例えば、コロケートされたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰシステムを有するｅＮＢは、
ＬＴＥを介するＵＥのためのベアラのアップリンクの部分およびＷｉ－Ｆｉを介するベア
ラのダウンリンクの部分をサーブしていることがあり得る。例において、システムは、切
替プロセスを開始し、Ｗｉ－ＦｉリンクがＬＴＥリンクよりも良いチャネル状態を有する
ことを決定する。例において、システムは、ベアラのアップリンクの部分をＷｉ－Ｆｉリ
ンクへ切り替えることがあり得、一方で、システムは、Ｗｉ－Ｆｉリンクのチャネル状態
がＬＴＥリンクのチャネル状態より優れているため、ベアラのダウンリンクの部分をＬＴ
Ｅへ切り替えないことがあり得る。
【００６２】
　[0070]　本開示のある複数の態様に従って、切り替えインスタンス時間において（at s
witching instance times）、ＷＷＡＮ（例えば、ＬＴＥ）またはＷＬＡＮ（例えば、Ｗ
ｉ－Ｆｉ）上でサーブされるべきベアラの選択は、切り替えインスタンスにおいて反復的
に実行されるシステム最適化の結果であり得る。これらの態様に従って、最適化は合計の
システム有用性（utility）を最大化するためであり得、それは組み合わされた（例えば
、ＬＴＥ＋Ｗｉ－Ｆｉ）システムのための比例フェアネス（ＰＦ：Proportional Fairnes
s）メトリックに基づいて定義され得る。
【００６３】
　[0071]　本開示のある複数の態様に従って、ベアラ間のフェアネスがＰＦメトリックに
基づいて決定され得る。これらの態様に従って、切り替え時間インスタンスごとにおいて
（at every switching time instance）、目的は最大の量による合計のシステム有用性を
増加させることであり得る。この目的は、以下の関数を最大化するＲＡＴへのベアラの割
り当てによって達成され得る：
【数１】

ここで、Ｓ＝（Ｓ＿ｋ）であり、ベアラｋがＬＴＥ上にある場合、Ｓ＿ｋ＝１であり、そ
うでない場合は０である。この関数において、ｋはベアラインデックスであり、Δ（Ｘ＿
ｋ）は、次の切替間隔期間におけるベアラｋのための予期されるスループットであり、Ｘ
＿ｋは最も最近の測定期間（most recent measurement period）（時間インデックスは簡
潔さのためにこの表記では省かれる）のためのベアラｋの合計スループットである。Ｓは
、ＬＴＥまたはＷｉ－Ｆｉのいずれか上でサーブされるべき各ベアラの「割振り（assign
ment）」を決定することに留意されたい。Ｆ（Ｓ）は合計のシステム有用性関数に対応す
る。
【００６４】
　[0072]　上記の比例フェアネス関数において、ベアラインデックス「ｋ」は、それらの
構成のために切り替えることが許可されないことがあり得るベアラリンクを含む、システ
ムにおけるすべてのベアラリンクのためのものであり得る。切り替えられないことがあり
得るベアラリンクを含むことは、システム最適化におけるすべてのベアラの衝撃を組み込
む（incorporates）。さらに、「ｋ」は、ベアラのアップリンクの部分およびダウンリン
クの部分が別々に考慮され得るという意味では、方向を考慮し得る。
【００６５】
　[0073]　本開示のある複数の態様に従って、ベアラのアップリンクの部分とダウンリン
ク部分は常にともに切り替えられ得る。これらの態様のために、ベアラのアップリンクの
部分とダウンリンクの部分とをともに切り替えることを実行すること（enforcing）は、
ＰＦアルゴリズムにおけるこの限定に従わない（do not obey）ポイントＳを捨てること
（discarding）によって達成され得る。
【００６６】
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　[0074]　本開示のある複数の態様に従って、上記の公式化は、いずれの特定のベアラの
サービス品質（ＱｏＳ）クラス識別子（ＱＣＩ）またはトラヒックタイプに関わらず、す
べてのベアラに同一の優先度を与える。これらの態様に従って、ＬＴＥおよびＷｉ－Ｆｉ
ネットワークはパケットスケジューリングを介してベアラへＱｏＳを提供し続け得る。例
えば、これらのスケジューラが異なるＱｏＳクラス間で絶対的により高い優先度を与える
場合、関数Ｆ（Ｓ）は、これらのスケジューラを有するシステム有用性をアラインする（
align）ように変更され得る。これは、ベクトルの各成分が式（１）のように計算される
が、ベアラについては特定のＱｏＳで計算されるベクトル値をとるようにＦ（Ｓ）を定義
することによって行われることができる。Ｆ（Ｓ）の比較はそれから、上述されたスケジ
ューラによって使用される優先順序に従い得る。
【００６７】
　[0075]　本開示のある複数の態様に従って、Ｘ＿ｋは切り替え間隔よりも大きい時定数
（time constant）を用いて瞬時スループット（instantaneous throughput）の無限イン
パルス応答（ＩＩＲ）のフィルタされた値であり得る。ＬＴＥとＷｉ－Ｆｉの両方のため
に、これはｅＮＢおよび／またはＡＰにおいて測定され得る。これらの態様に関し、式（
１）の解のための２つの主な動作が存在し得る：
【表２】

【００６８】
　[0076]　Δ（Ｘ＿ｋ）の推定は、ｅＮＢまたは他の基地局によって実行され得る多くの
推定方法のいずれかによって達成され得る。
【００６９】
　[0077]　式（１）における和を最大化する最適なポイントＳは、ｅＮＢまたは他の基地
局によって実行され得る多くの最大化する方法のいずれかによって決定され得る。アルゴ
リズムが拡張された時間期間にわたりローカル最適基準（local optimum）においてスタ
ックする（being stuck）ことを防ぐために、最良の最適なポイントが常には選択されな
いように、確率的な（probabilistic)コンポーネントが最適化ステップに加えられること
ができる。
【００７０】
　[0078]　図７は、ワイヤレスノードにおけるＲＡＴｓ間のデータベアラを切り替えるた
めの典型的な動作７００を説明する。動作７００は、例えば、ＢＳ（例えば、ｅＮｏｄｅ
Ｂまたは他のタイプの基地局／アクセスポイント）によって実行され得る。
【００７１】
　[0079]　動作７００は、７０２において開始し、そこにおいてＢＳは１つまたは複数の
データベアラを介してユーザ機器（ＵＥ）とのデータ接続を確立する。７０４において、
ＢＳは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）または第２のＲＡＴを介してＵＥから各デー
タベアラのためのアップリンクトラヒックをルーティングするかどうかの第１の決定を行
う。７０６において、ＢＳは、第１のＲＡＴまたは第２のＲＡＴを介してＵＥへ各データ
ベアラのためのダウンリンクトラヒックをルーティングするかどうかの第２の決定を行う
。７０７において、ＢＳは、オプションとして第１および第２の決定のうちの少なくとも
１つを示す無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを提供し得る。７０８において、ＢＳ
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は、第１および第２の決定に基づいてデータ接続に参加する。７１０において、ＢＳは、
オプションとして第１または第２のＲＡＴを介してすべてのデータベアラのアップリンク
トラヒックを送り得る。７１２において、ＢＳは、オプションとして第１および第２のＲ
ＡＴを介してすべてのデータベアラのダウンリンクトラヒックを送り得る。
【００７２】
　[0080]　本開示のある複数の態様に従って、第１の決定は、第１のＲＡＴを介してすべ
てのデータベアラのアップリンクトラヒックを送るという決定を備え得る。
【００７３】
　[0081]　本開示のある複数の態様に従って、第２の決定は、第１のＲＡＴおよび第２の
ＲＡＴの両方を介して１つまたは複数のデータベアラのダウンリンクトラヒックを送ると
いう決定を備え得る。
【００７４】
　[0082]　本開示の複数の態様において、第１のＲＡＴはワイヤレス広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）を備えることがあり得、第２のＲＡＴはワイヤレスローカルエリアネットワー
ク（ＷＬＡＮ）を備えることがあり得る。
【００７５】
　[0083]　本開示のある複数の態様に従って、第１または第２の決定のうちの少なくとも
１つは、アップリンクまたはダウンリンクトラヒックのうちの少なくとも１つが、特定の
ＲＡＴへルーティングされるべきであることを指定する予め定められた構成に基づき得る
。
【００７６】
　[0084]　本開示のある複数の態様に従って、第１または第２の決定のうちの少なくとも
１つは、第１のＲＡＴまたは第２のＲＡＴを介してルーティングされる１つまたは複数の
データベアラの予期されたパフォーマンスを備えるシステム有用性関数の最適化に基づき
得る。本開示のある複数の態様に従って、システム有用性関数は、データベアラのアップ
リンクおよびダウンリンクトラヒックの両方を考慮し得る。本開示のある複数の態様に従
って、システム有用性関数は、各ＲＡＴに対するデータベアラの現在の割振り、第１のＲ
ＡＴおよび第２のＲＡＴ上のチャネルおよびトラヒック状態、各ＲＡＴ上のリソース利用
性とチャネルロード、のうちの少なくとも１つを考慮し得る。本開示のある複数の態様に
従って、システム有用性関数は、比例フェアネス関数を備え得る。
【００７７】
　[0085]　本開示のある複数の態様に従って、第１および第２の決定が定期的に行われ得
る。
【００７８】
　[0086]　本開示のある複数の態様に従って、１つのＲＡＴから別のＲＡＴへのダウンリ
ンクおよびアップリンクトラヒックのルーティングは、定期的な決定を待つことなく１つ
のＲＡＴのチャネル状態の悪化（a deterioration）に基づいて切り替えられ得る。
【００７９】
　[0087]　本開示のある複数の態様に従って、データベアラのアップリンクまたはダウン
リンクトラヒックのルーティングを切り替えた後ある時間の第１の遅延がルーティングを
再び切り替える前にインプリメントされ得る。
【００８０】
　[0088]　本開示のある複数の態様に従って、ある時間期間の間、データベアラのアップ
リンクまたはダウンリンクトラヒックのルーティングが切り替えられ得る回数が、制限さ
れ得る。
【００８１】
　[0089]　図８は、本開示のある複数の態様に従って、無線アクセス技術（ＲＡＴｓ）間
のベアラを切り替えるための典型的な動作８００を説明する。動作８００は、例えば、Ｕ
Ｅによって実行され得る。
【００８２】
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　[0090]　動作８００は８０２において開始し、ここにおいてＵＥは、オプションでチャ
ネル状態報告を送り得る。８０４において、ＵＥは、１つまたは複数のデータベアラが第
１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）および第２のＲＡＴを介して送られるべきであることを
示す構成を受信し、ここにおいて、データベアラのためのアップリンクおよびダウンリン
クトラヒックは、第１のＲＡＴと第２のＲＡＴを介してルーティングするために独立して
構成される。８０６において、ＵＥは、受信された構成に応答して構成完了メッセージを
送る。８０８において、ＵＥは、オプションで第１のＲＡＴを介してベアラのためのアッ
プリンクトラヒックを送り得る。８１０において、ＵＥは、オプションで第１のＲＡＴお
よび第２のＲＡＴを介してベアラのためのダウンリンクトラヒックを受信し得る。
【００８３】
　[0091]　本開示の複数の態様に従って、ＵＥはＲＲＣメッセージにおける構成を受信し
得る。例えば、ｅＮｏｄｅＢは、ＬＴＥを介してｅＮｏｄｅＢへすべてのデータベアラの
ためのＵＬトラヒックを送るためにサーブされるＵＥを構成しているＲＲＣメッセージを
送り、ＬＴＥを介して電話呼のためのＤＬトラヒックを受信し、Ｗｉ－Ｆｉを介してウェ
ブ閲覧のためのＤＬトラヒックを受信し得る。
【００８４】
　[0092]　前述された方法のさまざまな動作は、対応する機能を実行することができる任
意の適切な手段によって実行され得る。手段は、回路、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、またはプロセッサを含むがそれらに限定されるわけではない、様々なハードウェアお
よび／またはソフトウェアコンポーネント（複数）および／またはモジュール（複数）を
含み得る。一般的に、動作が図中に示されている場合、それらの動作は、同様の参照番号
を付した、対応する同等の（counterpart）ミーンズ・プラス・ファンクション・コンポ
ーネントを有し得る。
【００８５】
　[0093]　ここにおいて使用される場合、「決定すること（determining）」という用語
は、幅広い動作を含む。例えば、「決定すること」は、計算すること（calculating）、
コンピュータ処理すること（computing）、処理すること（processing）、導出すること
（deriving）、調査すること（investigating）、ルックアップすること（looking up）
（例えば、テーブル、データベース、または別のデータ構造内をルックアップすること）
、確認すること（ascertaining）、等を含み得る。また、「決定すること」は、受信する
こと（例えば、情報を受信すること）、アクセスすること（例えば、メモリ内のデータに
アクセスすること）、等を含み得る。また、「決定すること」は、解決すること（resolv
ing）、選択すること（selecting）、選ぶこと（choosing）、確立すること（establishi
ng）、等を含み得る。
【００８６】
　[0094]　ここにおいて使用される場合、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」とい
うフレーズは、単一のメンバを含む、それらの項目の任意の組み合わせを指す。例として
、「ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－
ｃ、およびａ－ｂ－ｃをカバーすることを意図する。
【００８７】
　[0095]　上述された方法のさまざまな動作は、それらの動作を実行することができる任
意の適切な手段、例えば、さまざまなハードウェアおよび／またはソフトウェアコンポー
ネント（複数）、回路、および／またはモジュール（複数）によって実行され得る。一般
的に、図面に示した任意の動作は、それらの動作を実行することができる対応する機能的
手段によって実行され得る。
【００８８】
　[0096]　本開示に関連して説明された、さまざまな例示的な論理ブロック、モジュール
、および回路は、本明細書において説明された機能を実行するように設計された、汎用プ
ロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フ
ィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル



(21) JP 2019-83533 A 2019.5.30

10

20

30

40

50

論理デバイス（ＰＬＤ）、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウェア・コン
ポーネント、またはそれらの任意の組み合わせを用いて、インプリメントまたは実行され
得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサでありうるが、代替において、プロセッサ
は、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマ
シンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組み合わせとして、
例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰ
コアを備えた１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは、このような構成の他の何
らかのものとしてインプリメントされ得る。
【００８９】
　[0097]　本開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウ
ェアで、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで、または両者の組み合
わせで、直接的に具現化され得る。ソフトウェアモジュールは、当該技術で知られている
任意の形態の記憶媒体中に存在し得る。使用され得る記憶媒体のいくつかの例は、ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、ＥＰＲＯ
Ｍメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブル
ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、等を含む。ソフトウェアモジュールは、単一の命令または多数
の命令を備えることがあり得、いくつかの異なるコードセグメントにわたって、異なるプ
ログラム間で、および複数の記憶媒体にわたって、分散されることがあり得る。記憶媒体
は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができる
ように、プロセッサに結合され得る。あるいは、記憶媒体は、プロセッサに組み込まれ得
る。
【００９０】
　[0098]　ここに開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複数の
ステップまたは動作を備える。方法のステップおよび／または動作は、本願の特許請求の
範囲から逸脱せずに、互いに置き換えられ得る。言い換えると、ステップまたは動作の特
定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／または動作の順序および／または
使用は、本願の特許請求の範囲から逸脱せずに変更され得る。
【００９１】
　[0099]　説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそ
れらの任意の組み合わせにおいてインプリメントされ得る。ソフトウェアにおいてインプ
リメントされる場合、機能は、１つまたは複数の命令として、コンピュータ可読媒体上に
記憶され得る。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされることができる任意の利
用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、
ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスク記憶装置、磁気デ
ィスク記憶装置、または他の磁気記憶装置、または、命令またはデータ構造の形態で所望
のプログラムコードを搬送または記憶するために使用されることができ、およびコンピュ
ータによってアクセスされることができる、任意の他の媒体を含むことができる。ディス
ク（disk）およびディスク（disc）は、ここで使用される場合、コンパクトディスク（di
sc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル
多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、および
ブルーレイ（Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標））ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）
は通常、磁気的にデータを再生するが、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的に
データを再生する。
【００９２】
　[0100]　したがって、ある複数の態様は、ここで提示された動作を実行するためのコン
ピュータプログラム製品を備え得る。例えば、こういったコンピュータプログラム製品は
、そこに格納された（および／またはエンコードされた）命令を有するコンピュータ可読
媒体を備えることがあり得、その命令は、ここに説明された動作を実行するために１つま
たは複数のプロセッサによって実行可能である。ある複数の態様のために、コンピュータ
プログラム製品は、パッケージ材料を含み得る。
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　[0101]　ソフトウェアまたは命令はまた、送信媒体を介して送信され得る。例えば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（
ＤＳＬ）、または赤外線、無線、マイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブ
サイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバ
ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイ
ヤレス技術は、送信媒体の定義に含まれる。
【００９４】
　[0102]　さらに、ここに説明された方法および技法を実行するためのモジュールおよび
／または他の適切な手段が、ダウンロードされることができること、および／または、そ
うでなければ、ユーザ端末および／または基地局によって、適用可能に得られることが理
解されるべきである。例えば、そのようなデバイスは、ここに説明された方法を実行する
ための手段の伝送を容易にするために、サーバに結合されることができる。代替的に、こ
こで説明された様々な方法は、デバイスに記憶手段を結合または提供すると、ユーザ端末
および／または基地局が様々な方法を取得できるように、記憶手段（例えば、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクのような物理記憶媒体、等
）を介して提供されることができる。さらに、ここに説明された方法および技法をデバイ
スに提供するための任意の他の適切な技法が利用されることができる。
【００９５】
　[0103]　請求項が、前述した厳密な構成およびコンポーネントに限定されないことが理
解されるべきである。様々な修正、変更、および変形が、上記に説明された方法および装
置の配置、動作および詳細において、特許請求の範囲から逸脱することなく行われ得る。
【００９６】
　[0104]　前述の内容が本開示の複数の態様に向けられる一方、本開示の他のおよびさら
なる態様は、その基本的な範囲から逸脱することなく考案されることがあり得、その範囲
は、次の特許請求の範囲によって決定される。
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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月22日(2019.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のデータベアラを介してユーザ機器（ＵＥ）とのデータ接続を確立する
ことと、
　前記第１のＢＳまたは第２のＢＳを介して、前記１つまたは複数のデータベアラのうち
の各データベアラのためのアップリンクトラヒックを、期間の間、前記ＵＥからルーティ
ングするという第１の決定を行うことと、
　前記第１の決定から独立して、前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳを介して、前記１
つまたは複数のデータベアラのうちの各データベアラのためのダウンリンクトラヒックを
、前記期間の間、前記ＵＥにルーティングするという第２の決定を行うことと、
　前記第１および第２の決定に基づいて前記データ接続に参加することと
　を備え、
　前記参加することは、
　対応する第１の決定に従って各データベアラのためのすべてのアップリンクトラヒック
を、前記期間の間、受信することと、
　対応する第２の決定に従って各データベアラのためのすべてのダウンリンクトラヒック
を、前記期間の間、送信することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のＢＳを介してすべての前記データベアラのアップリンクトラヒックを送るこ
とを決定することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＢＳはワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）無線アクセス技術（ＲＡＴ
）のＢＳであり、前記第２のＢＳはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）
ＲＡＴのＢＳである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳのうちの一方は、ワイヤレス広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）無線アクセス技術（ＲＡＴ）のＢＳであり、
　前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳのうちの他方は、ワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴのＢＳである、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１または第２の決定のうちの少なくとも１つは、アップリンクまたはダウンリン
クトラヒックのうちの少なくとも１つが、特定の無線アクセス技術（ＲＡＴ）へルーティ
ングされるべきであることを指定する予め定められた構成に基づく、請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　前記第１または第２の決定のうちの少なくとも１つは、前記第１のＢＳまたは前記第２
のＢＳを介してルーティングされる前記１つまたは複数のデータベアラの予期されたパフ
ォーマンスを備えるシステム有用性関数の最適化に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１または前記第２の決定のうちの少なくとも１つを示す無線リソース制御（ＲＲ
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Ｃ）メッセージを供給することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　１つまたは複数のデータベアラのためのアップリンクトラヒックが第１の基地局（ＢＳ
）または第２のＢＳを介して送られるべきであることおよび前記１つまたは複数のデータ
ベアラのためのダウンリンクトラヒックが前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳを介して
送られるべきであることを示す構成を、前記第１のＢＳから受信することと、ここにおい
て、前記１つまたは複数のデータベアラの各々のための前記アップリンクおよびダウンリ
ンクトラヒックは、前記第１のＢＳと前記第２のＢＳを介してルーティングするために独
立して構成され、
　前記受信された構成に応答して、前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳを介して構成完
了メッセージを前記第１のＢＳに送ることと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項９】
　前記第１のＢＳを介して前記１つまたは複数のデータベアラのうちの第１のデータベア
ラのためのアップリンクトラヒックを送ることと、
　前記第１のＢＳと前記第２のＢＳを介して前記第１のデータベアラのためのダウンリン
クトラヒックを受信することと
　をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のＢＳは、第１のワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）無線アクセス技術
（ＲＡＴ）のＢＳである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳのうちの一方は、ワイヤレス広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）無線アクセス技術（ＲＡＴ）のＢＳであり、
　前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳのうちの他方は、ワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴのＢＳである、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記受信された構成は、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージにおいて受信される、
請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　チャネル状態報告を送ることをさらに備え、ここにおいて、前記受信された構成は、前
記チャネル状態報告に基づく、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　　１つまたは複数のデータベアラを介してユーザ機器（ＵＥ）とのデータ接続を確立す
ることと、
　　第１の基地局（ＢＳ）または第２のＢＳを介して、前記１つまたは複数のデータベア
ラのうちの各データベアラのためのアップリンクトラヒックを、期間の間、前記ＵＥから
ルーティングするという第１の決定を行うことと、
　　前記第１の決定から独立して、前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳを介して、前記
１つまたは複数のデータベアラのうちの各データベアラのためのダウンリンクトラヒック
を、前記期間の間、前記ＵＥにルーティングするという第２の決定を行うことと、
　　　対応する第１の決定に従って各データベアラのためのすべてのアップリンクトラヒ
ックを、前記期間の間、受信することと、
　　　対応する第２の決定に従って各データベアラのためのすべてのダウンリンクトラヒ
ックを、前記期間の間、送信することと、
　　によって、前記第１および第２の決定に基づいて前記データ接続に参加することと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
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【請求項１５】
　前記第１の決定は、前記第１のＢＳを介してすべての前記データベアラのアップリンク
トラヒックを送るという決定を備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第１のＢＳはワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）無線アクセス技術（ＲＡＴ
）のＢＳであり、前記第２のＢＳはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）
ＲＡＴのＢＳである、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳのうちの一方は、ワイヤレス広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）無線アクセス技術（ＲＡＴ）のＢＳであり、
　前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳのうちの他方は、ワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴのＢＳである、
　請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１または第２の決定のうちの少なくとも１つは、アップリンクまたはダウンリン
クトラヒックのうちの少なくとも１つが、特定の無線アクセス技術（ＲＡＴ）へルーティ
ングされるべきであることを指定する予め定められた構成に基づく、請求項１４に記載の
装置。
【請求項１９】
　前記第１または第２の決定のうちの少なくとも１つは、前記第１のＢＳまたは前記第２
のＢＳを介してルーティングされる前記１つまたは複数のデータベアラの予期されたパフ
ォーマンスを備えるシステム有用性関数の最適化に基づく、請求項１４に記載の装置。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、前記第１の決定または前記第２の決定のうちの少なくとも１つを示
す無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを供給するようにさらに構成される、請求項１
４に記載の装置。
【請求項２１】
　　１つまたは複数のデータベアラのためのアップリンクトラヒックが第１の基地局（Ｂ
Ｓ）または第２のＢＳを介して送られるべきであることおよび前記１つまたは複数のデー
タベアラのためのダウンリンクトラヒックが前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳを介し
て送られるべきであることを示す構成を、前記第１のＢＳから受信することと、ここにお
いて、前記１つまたは複数のデータベアラの各々のための前記アップリンクおよびダウン
リンクトラヒックは、前記第１のＢＳと前記第２のＢＳを介してルーティングするために
独立して構成され、
　　前記受信された構成に応答して、前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳを介して構成
完了メッセージを前記第１のＢＳに送ることと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、
　前記第１のＢＳを介して前記１つまたは複数のデータベアラのうちの第１のデータベア
ラのためのアップリンクトラヒックを送ることと、
　前記第１のＢＳと前記第２のＢＳを介して前記第１のデータベアラのためのダウンリン
クトラヒックを受信することと
　を行うようにさらに構成される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第１のＢＳは、第１のワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）無線アクセス技術
（ＲＡＴ）のＢＳである、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
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　前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳのうちの一方は、ワイヤレス広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）無線アクセス技術（ＲＡＴ）のＢＳであり、
　前記第１のＢＳまたは前記第２のＢＳのうちの他方は、ワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴのＢＳである、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記受信された構成は、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージにおいて受信される、
請求項２１に記載の装置。
【請求項２６】
　前記プロセッサは、チャネル状態報告を送るようにさらに構成され、ここにおいて、前
記受信された構成は、前記チャネル状態報告に基づく、請求項２１に記載の装置。
【請求項２７】
　前記第２の決定は、前記第１のＢＳと前記第２のＢＳの両方を介して１つまたは複数の
データベアラのダウンリンクトラヒックを送るという決定を備える、請求項２に記載の方
法。
【請求項２８】
　前記第２の決定は、前記第１のＢＳと前記第２のＢＳの両方を介して１つまたは複数の
データベアラのダウンリンクトラヒックを送るという決定を備える、請求項１５に記載の
装置。
【請求項２９】
　前記第１のＢＳは、第１のワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）無線アクセス技術
（ＲＡＴ）のＢＳであり、前記第２のＢＳは、第２のワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷ
ＡＮ）ＲＡＴのＢＳである、請求項２に記載の方法。
【請求項３０】
　前記第２のＢＳは、第２のワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）ＲＡＴのＢＳであ
る、請求項１０に記載の方法。
【請求項３１】
　前記第１のＢＳは、第１のワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）無線アクセス技術
（ＲＡＴ）のＢＳであり、前記第２のＢＳは、第２のワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷ
ＡＮ）ＲＡＴのＢＳである、請求項１５に記載の装置。
【請求項３２】
　前記第２のＢＳは、第２のワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）ＲＡＴのＢＳであ
る、請求項２３に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　[0104]　前述の内容が本開示の複数の態様に向けられる一方、本開示の他のおよびさら
なる態様は、その基本的な範囲から逸脱することなく考案されることがあり得、その範囲
は、次の特許請求の範囲によって決定される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　１つまたは複数のデータベアラを介してユーザ機器（ＵＥ）とのデータ接続を確立する
ことと、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）または第２のＲＡＴを介して前記ＵＥから各データ
ベアラのためのアップリンクトラヒックをルーティングするかどうかの第１の決定を行う
ことと、
　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴを介して前記ＵＥへ各データベアラのための
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ダウンリンクトラヒックをルーティングするかどうかの第２の決定を行うことと、
　前記第１および第２の決定に基づいて前記データ接続に参加することと
　を備える、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ２］
　前記第１の決定は、前記第１のＲＡＴを介してすべてのデータベアラのアップリンクト
ラヒックを送るという決定を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第２の決定は、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴの両方を介して１つまた
は複数のデータベアラのダウンリンクトラヒックを送るという決定を備える、Ｃ２に記載
の方法。
［Ｃ４］
　前記第１のＲＡＴはワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）を備え、前記第２のＲＡ
Ｔはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第２の決定は、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴを介してベアラのための
ダウンリンクトラヒックを送るという決定を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの一方は、ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ
）を備え、
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの他方は、ワイヤレスローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）を備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第１または第２の決定のうちの少なくとも１つは、アップリンクまたはダウンリン
クトラヒックのうちの少なくとも１つが、特定のＲＡＴへルーティングされるべきである
ことを指定する予め定められた構成に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１または第２の決定のうちの少なくとも１つは、前記第１のＲＡＴまたは前記第
２のＲＡＴを介してルーティングされる前記１つまたは複数のデータベアラの予期された
パフォーマンスを備えるシステム有用性関数の最適化に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１および第２の決定のうちの少なくとも１つを示す無線リソース制御（ＲＲＣ）
メッセージを供給することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　１つまたは複数のデータベアラが第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）および第２のＲＡ
Ｔを介して送られるべきであることを示す構成を受信することと、ここにおいて、データ
ベアラのためのアップリンクおよびダウンリンクトラヒックは、前記第１のＲＡＴと前記
第２のＲＡＴを介してルーティングするために独立して構成され、
　前記受信された構成に応答して構成完了メッセージを送ることと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ１１］
　前記第１のＲＡＴを介してデータベアラのためのアップリンクトラヒックを送ることと
、
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴを介して前記データベアラのためのダウンリンク
トラヒックを受信することと
　をさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１のＲＡＴはＷＷＡＮを備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの一方は、ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ
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）を備え、
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの他方は、ワイヤレスローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）を備える、
　Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記受信された構成は、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージにおいて受信される、
Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１５］
　チャネル状態報告を送ることをさらに備え、ここにおいて、前記受信された構成は、前
記チャネル状態報告に基づく、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１６］
　　１つまたは複数のデータベアラを介してユーザ機器（ＵＥ）とのデータ接続を確立す
ることと、
　　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）または第２のＲＡＴを介して前記ＵＥから各デー
タベアラのためのアップリンクトラヒックをルーティングするかどうかの第１の決定を行
うことと、
　　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴを介して前記ＵＥへ各データベアラのため
のダウンリンクトラヒックをルーティングするかどうかの第２の決定を行うことと、
　　前記第１および第２の決定に基づいて前記データ接続に参加することと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１７］
　前記第１の決定は、前記第１のＲＡＴを介してすべてのデータベアラのアップリンクト
ラヒックを送るという決定を備える、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記第２の決定は、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴの両方を介して１つまた
は複数のデータベアラのダウンリンクトラヒックを送るという決定を備える、Ｃ１７に記
載の装置。
［Ｃ１９］
　前記第１のＲＡＴはワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）を備え、前記第２のＲＡ
Ｔはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を備える、Ｃ１８に記載の装置
。
［Ｃ２０］
　前記第２の決定は、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴの両方を介してベアラの
ためのダウンリンクトラヒックを送るという決定を備える、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの一方は、ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ
）を備え、
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの他方は、ワイヤレスローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）を備える、
　Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記第１または第２の決定のうちの少なくとも１つは、アップリンクまたはダウンリン
クトラヒックのうちの少なくとも１つが、特定のＲＡＴへルーティングされるべきである
ことを指定する予め定められた構成に基づく、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記第１または第２の決定のうちの少なくとも１つは、前記第１のＲＡＴまたは前記第
２のＲＡＴを介してルーティングされる前記１つまたは複数のデータベアラの予期された
パフォーマンスを備えるシステム有用性関数の最適化に基づく、Ｃ１６に記載の装置。
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［Ｃ２４］
　前記プロセッサは、前記第１および第２の決定のうちの少なくとも１つを示す無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）メッセージを供給するようにさらに構成される、Ｃ１６に記載の装置
。
［Ｃ２５］
　　１つまたは複数のデータベアラが第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）および第２のＲ
ＡＴを介して送られるべきであることを示す構成を受信することと、ここにおいて、デー
タベアラのためのアップリンクおよびダウンリンクトラヒックは、前記第１のＲＡＴと前
記第２のＲＡＴを介してルーティングするために独立して構成され、
　　前記受信された構成に応答して構成完了メッセージを送ることと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２６］
　前記プロセッサは、
　前記第１のＲＡＴを介してデータベアラのためのアップリンクトラヒックを送ることと
、
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴを介して前記データベアラのためのダウンリンク
トラヒックを受信することと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記第１のＲＡＴはＷＷＡＮを備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの一方は、ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ
）を備え、
　前記第１および第２のＲＡＴのうちの他方は、ワイヤレスローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）を備える、
　Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記受信された構成は、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージにおいて受信される、
Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記プロセッサは、チャネル状態報告を送るようにさらに構成され、ここにおいて、前
記受信された構成は、前記チャネル状態報告に基づく、Ｃ２５に記載の装置。
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